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 各分担研究の対象及び方法は以下

の通りである。 
 
1．窒息事故事例の分析 
1）救急救命センターにおける窒息事

例の分析 
日本救急医学会救急科専門医指定

施設及び救命救急センターを合わせ

た 433 施設において、平成 20 年 6 月

1 日から平成 21 年１月 31 日までの 8
カ月間に食品による窒息事故で救急

診療を受けた症例のうち、0 から 15
歳の小児を対象とした。調査方法は、

食品による窒息事故調査書（小児用）

を送付し、これらを回収して行なう質

問紙調査とした。 
 
2）高齢者施設における窒息事例の分

析 
介護老人福祉施設に入居している 

高齢者を対象に、平成 18 年 6 月より

平成20年12月までの間に起こった窒

息の既往と口腔機能、認知症、脳血管

障害の関係について調査し，窒息の危

険因子について検討した。 
 
2．窒息リスクの高い食品の分析 
1）米飯、パンのテクスチャー（物性）

分析 
平成 19 年度に行った「食品による

窒息の現状把握と原因分析に関する

研究」において窒息事例で多かった米

飯、パン、粥について、供食時の食品

の温度と摂食時の温度の違いが食品

の物性に及ぼす影響を解析する。試験

方法は厚生労働省が提示している高

齢者用食品の測定方法に準じて行う。

テクスチャー（物性）特性は硬さ、凝

集性、付着エネルギーを測定する。ま

た、実際の摂食・嚥下時の食物処理速

度を考慮して、圧縮速度を速めて同様

な測定も行った。 
 

2）市販の「こんにゃく入りゼリー」

のテクスチャー（物性）分析 
窒息食品のひとつである市販の「こ

んにゃく入りゼリー」について、市販

の商品の一つがグルコマンナンの配

合を減量（新規品）したので、テクス

チャー（物性）特性と温度の影響につ

いて検討を行った。 
 

3．食品の窒息に関する意識調査 
対象はgooリサーチモニターのうち、

15 歳以下の子どもをもつ母親を対象

に Web サイトによる質問紙調査を実

施した。対象は 1015 名で調査は 2009
年 2 月に実施した。また、子どもを持

つ親へのインタビューも実施した。分

析には SPSS 11.0J を用いた。 
 
4．ヒト側の要因に関する要因分析 
１）小児の中咽頭部の成長変化について 


